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日立グループの自動車戦略　
　　　　　実態調査 2005年版

　　　　　  2010年には自動車事業の売上高を 1兆円に拡大！
　 グローバルサプライヤーを目指しトキコ、日立ユニシアを吸収合併！

好評受付中！
■体　　裁：Ａ４判／３７０頁
■定　　価：１０２，９００ 円

（価格は税込、送料込み）

2004年12月1日発刊

　日立製作所は、得意とするエレクトロニクスシステムに加え、日立ユニシア、トキコ、日立金属ほかグループ各社の持つ技術や
製品、事業基盤を活用して自動車機器事業を展開してきたが、情報通信を含むカーエレクトロニクス技術を核とした次世代車両技
術の研究・開発に力を入れ、世界で存在感のあるリーディングカンパニーとしてさらなる成長を遂げるには、グループ内の経営資
源を集結するのが得策であると判断、2004年10月1日付けで日立ユニシアとトキコのグループ2社をオートモティブシステムグルー
プに吸収合併している。
　エンジンをはじめ、ステアリング、ブレーキ、サスペンションなど自動車制御の中核をなすシステム技術を集結したオートモティ
ブシステムグループでは、自動車機器事業の連結売上高を現在の約4,000億円から2010年度には1兆円まで拡大するとの戦略目標
を打ち出し、｢環境｣｢安全｣｢情報｣の3分野と｢エンジン制御｣｢エレクトロニクスパワートレイン｣｢走行制御｣｢車載情報｣といった4シ
ステムを基本事業領域｢3分野4システム事業｣として、これらシステム技術を融合した次世代電子制御システムや情報通信システム
の研究・開発に取り組み、Ｄelphi、Ｂosch、Ｖ isteon、デンソー、Ｌearなどと肩を並べるグローバルサプライヤーを目指す考えで
ある。
　本調査資料は、日立オートモティブシステムグループの自動車戦略について、自動車機器事業の再編動向にはじまり、再編後の
事業領域、組織、国内生産・販売、研究開発、購買、海外事業、経営目標に至るまで、同グループの事業戦略をみていくほか、各
事業領域における新技術動向などを明らかにします。また、オートモティブシステムグループをはじめとする協力部品メーカーの
会社概要、同グループとの取引状況、資本・人事交流などを調査・報告します。
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制御システム設計部 ○○　　隆 部長

旧オートモティブシステムグループ
が手掛けてきた電子制御燃料噴射用
エンジンコントロールユニット、
ＡＴ・ＣＶＴ・ＡＭＴ用トランス
ミッションコントロールユニット、
インジェクター駆動ユニットなど電
子制御燃料噴射システムの要となる
制御部分の設計を担当

第一電子設計部 ○○　年男 部長

第二電子設計部 ○○　人志 部長

エンジン機構設計部 ○○　好之 部長

旧オートモティブシステムグループ
にあった設計部が元となっており、
燃料系部品、点火系部品、スロット
ルボディ、各種センサ、キャニス
ター、ＥＧＲバルブ、ＮＯｘ触媒、
セラミックハニカム担体などエンジ
ン機構部品全般の設計を担当

第Ⅲ－４表　ＥＭＳ事業部の担当分野

セ　 ク　 シ　 ョ　 ン

旧オートモティブシステムグループ
にあった設計部が元となっており、
電子制御燃料噴射システム全体の
先行開発および設計を担当

日立製作所オートモティブシステム
グループの｢ＥＭＳ本部｣と日立ユニ
シアオートモティブの｢ＥＭＳ機器本
部｣を統合して新設された事業部で
あり、両社の蓄積してきた制御技術
を融合し、電子制御燃料噴射システ
ムの設計・開発・生産を担当

・電子制御スロットルシステム用スロットルボディ
部 品 メ ー カ ー シェア％ 納 入 先

愛 三 工 業 40.2 トヨタ自動車、三菱自動車、ダイハツ
日 立 製 作 所 27.3 日産自動車、富士重工、スズキ

デ ン ソ ー 17.5 トヨタ自動車、富士重工、マツダ

ケ ー ヒ ン 6.8 ホンダ

ミ ク ニ 6.8 三菱自動車
ボッシュオー トモ ーテ ィブ
シ ス テ ム 1.4 ホンダ

・電子制御スロットルシステム用スロットルバルブモーター
部 品 メ ー カ ー シェア％ 納 入 先

ア ス モ 74.9 トヨタ自動車、富士重工、三菱自動車、ホンダ、マツダ、ダイハツ
日 立 製 作 所 23.6 日産自動車、スズキ
ボッシュオートモ ーティブ
シ ス テ ム 1.4 ホンダ

三 菱 電 機 0.1 三菱自動車

ケ ー ヒ ン 僅少 ホンダ

第Ⅳ－３表　オートモティブシステムグループの部品別マーケットシェア⑼

スロットルボディの市場シェア

日立製作所
27.3%

スロットルバルブモーターの市場シェア

日立製作所
23.6%

《 内 容 見 本 》「日立グループの自動車戦略実態調査2005年版」より

　 ○○○○ 社会式株 ( ○○○○○○○○○○ DTL,.OC )

会
社
概
要

区港都京東］社　　本［ ○○○○○ 　〒　　　　 801 － ○○○○ 　電　　　 30 － ○○○○ － ○○○○
］金本資［ 000,5 　］者表代［　　　　　円万 ○○ 　 ○○ 　　　　］数総員業従［　　　　 54 名

行銀友住井三］行銀引取［ ( 田反五 ) 行銀なそり、 (芝) 行銀ほずみ、 ( 田三、台輪高 ) 行銀菱三京東、 ( 前駅川品 )
品部御制種各、板線配び及料材用線配トンリプ］品製要主［ ( む含ーターモ ) び及 AF 器機 ( 　含トッボロ用業産

む　　　　　　 ) 他料材縁絶気電・品形成脂樹、ムゴ用業工、
板線配び及料材用線配トンリプ］比成構［ %52 び及品部御制種各、 AF 器機 %02 ムゴ用業工、 %51 形成脂樹、

他のそ料材縁絶気電・品　　　　　 %04

販
売
体
制

］績　　　業［ 　　 3002 年 9 　＝期月 143,5 　経（円万百 111 （率経）円万百 %1.2 ）
　　 4002 年 9 　＝期月 005,5 　経（円万百 021 （率経）円万百 %2.2 　）

］先引取要主［

ブィテモトーオ＜所作製立日）先入納（ GS 業企連関びよお＞ ( アシニユ CKJ 九アシニユ、
州 %02) 東、気電ーレンタス、スクニオビア梨山、トッキーサドッテンリプ沖、機電三京、

工精本日、芝
業産器電下松、業工ムゴ倉藤、器機御制下松、工電下松）先入仕（

納
入
状
況

立日 ﾞﾌｨﾃﾓﾄｰｵ
況状入納のへ

模相、梨山、一第・馬群、二第・木厚、一第・木厚）点拠内国（
アシニユ）業企連関（ CKJ 州九アシニユ、

－③、チッイスグンリアテスーワパ－②）点拠内国（ SBA 、ータルィフ・ーレリ用 CTV ／
－⑤、ドイノレソ SBA ーザリ用キーレブ－⑦、ータルィフ用ンョシクェジンイ、スーケ用

サンセ用ーサッレプンコ－⑨、トッケスガクンターバ
アシニユ）業企連関（ CKJ 九アシニユ、グンリルーシ、グンリＯ用グンリアテスーワパ－

ムラフヤイダ用ブルバスガ排－州
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〈ｅＩＲＣ行 オーダーフォーム〉 ◎弊社では見計いによる販売も行っております。通信欄に必要事項をご記入ください。
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※１ヶ月間の無料見本誌送付を希望　［　　　　　］

○チェック自動車産業レポート
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◎封筒に貼付してあります顧客ラベルで、住所・担当者変更等がございましたら、このオーダーフォームに新旧をご記入の上、ご連絡ください。
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　　Ⅲ－６　ザナヴィ推進センタ
　第Ⅳ章　第二事業本部
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　第Ⅴ章　第三事業本部
　　Ⅴ－１　技術支援室
　　Ⅴ－２　テクニカルセンタ
　　Ⅴ－３　サスペンション・ブレーキ事業部
　　　　１）サスペンション工場・第一設計部
　　　　２）サスペンション工場・第二設計部
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第Ⅳ部　協力企業の実態
　第Ⅰ章　日立オートモティブシステムグループ
　第Ⅱ章　その他協力企業

第Ⅰ部では、事業内容、組織、グループ企業といった日立グループ全体の事業概要をみていくほか、オートモティブシステムを中心に同グループが手
掛ける商品構成をみていきます。

第Ⅱ部では、日立ユニシアとトキコの吸収合併について詳しくみていくほか、新体制となったオートモティブシステムグループの組織図、事業領域、国
内生産・販売戦略、設備投資戦略、購買戦略、国際戦略、経営戦略といった各事業戦略を詳報します。また、オートモティブシステムグループの職制
と人事、グループ企業との資本・人事交流についても調査・報告します。

第Ⅲ部では、オートモティブシステムグループが手掛ける｢エンジンマネージメントシステム｣｢エレクトリックパワートレインシステム｣｢走行制御シス
テム｣｢車載情報システム｣について、次世代システムの研究・開発動向、生産・販売体制など最新の情報を明らかにします。また、新体制となったオー
トモティブシステムグループの研究開発部門、担当分野を詳報します。
第Ⅳ部では、オートモティブシステムグループをはじめ、その他協力企業の会社概要や取引状況などを調査・整理します。

定 価 ：１０２，９００ 円


